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1.  エクセル計算ツール Ver.1.0 利用にあたっての留意点 

令和 8年 3月 

 本ツールはマクロ（VBA）を含みます。 

 インターネットよりダウンロードしたマクロ付きエクセルファイルは、セキュリティ上の懸

念からマクロ機能がブロックされた状態となります。下記を参考にブロックを解除の上、ご

利用ください。 

 利用者様の環境によっては、ユーザーによるブロック解除が制限されている場合があります。

その場合は管理者にご相談ください。 

 本ツールの開発はWindows 上で、Microsoft 365 Office 版の Excelを使い、動作確認をしてい

ます。365 Office 版以外ではMicrosoft Excel 2016 でも動作を確認していますが、バージョン

の違いにより一部機能・関数が制限される可能性があります。 

 macOS 上での動作も確認していますが、Windows と同様レベルの検証はしていませんので、

不具合が生じる可能性があります。 

マクロ付きエクセルを実行するためのブロック解除手順 

インターネットからダウンロードしたマクロ付きエクセルファイルは、そのままではブロックさ

れてマクロの実行ができません。下記手順で解除をお願いします。 

 

① エクセルファイルを開いている場合は、閉じます 

② エクセルファイルの「プロパティ」を表示します。 

以下の③,④,⑤を実行します。 

 

 

 

 

  

⑤「OK」を 

押します。 

③「許可する」を 

チェックします 

④「適用」を 

押します。 
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2.  エクセル計算ツールについて 

 

本ツールは、日本国内の森林を対象として開発されています。 国外の森林は対象外となるので注意してください。

Ver.1.0   2025.11 このシートはユーザー入力セル以外のセルが保護されています。

計算種別を選択 2006 年 4 月

ユーザー入力セル

自動計算セル

入力

1814 mm/年 年 月 平均気温(℃) 降水量(mm/月) 着葉1/落葉0 有効積算温度（着葉）着葉判定有効積算温度（落葉）落葉判定 総合判定

中古生代 2006年 4月 8.7 91.6 1.0 202 0.3 -278 0.0 0.3

1-3. 降水量の標高補正をしますか？ はい 2006年 5月 14.6 194 1.0 375 1.0 -121 0.0 1.0

1-4. 降水量観測点の標高 325 m 常緑針葉樹 2006年 6月 18.2 208.2 1.0 475 1.0 -5 0.0 1.0

1-5. 対象林地の標高 380 m 783 本/ha 2006年 7月 21.3 333.1 1.0 585 1.0 89 0.0 1.0

32 cm 2006年 8月 23.3 98.8 1.0 627 1.0 131 0.0 1.0

1861 mm/年 18 m 2006年 9月 19.7 211 1.0 516 1.0 36 1.0 1.0

1066 mm/年 0.84 ha 2006年 10月 15.5 230.4 1.0 401 1.0 -95 1.0 1.0

2006年 11月 10.6 86.3 1.0 244 1.0 -236 0.7 0.7

2006年 12月 5.7 160.8 1.0 99 1.0 -397 0.0 0.0

はい 2007年 1月 0.7 51.1 1.0 -26 0.0 -522 0.0 0.0

はい 2007年 2月 2.7 76 1.0 11 0.0 -437 0.0 0.0

325 m 2007年 3月 5.1 73 1.0 92 0.0 -404 0.0 0.0

380 m

298 mm/年 726 mm/年

931 mm/年 イベント降水量に対する流出率0.50 837 mm/年 年 月 平均気温(℃) 降雨量(mm/月) 降雪量(mm/月) 蒸散＋遮断 蒸散量 遮断量

632 mm/年 裸地(はげ山)の場合 186 mm/年 年降水量の１割 2006年 4月 8.3 94.0 0.0 0.0 15.1 45.1 29.8 15.4 33.8

651 mm/年 2006年 5月 14.2 199.0 0.0 0.0 31.9 70.2 37.7 32.5 96.9

2006年 6月 17.8 213.6 0.0 0.0 34.2 75.5 40.6 34.9 103.9

0.84 ha 面積を記入すると水量換算 0.84 ha 面積を記入すると水量換算 2006年 7月 20.9 341.7 0.0 0.0 54.8 101.4 45.6 55.8 185.6

m3が算出されます m3が算出されます 2006年 8月 22.9 101.4 0.0 0.0 16.2 64.5 47.9 16.6 20.6

2,505 m3/年 6,101 m3/年 2006年 9月 19.3 216.5 0.0 0.0 34.7 77.6 42.3 35.4 104.1

7,817 m3/年 7,028 m3/年 2006年 10月 15.1 236.4 0.0 0.0 37.9 77.4 38.8 38.6 121.1

5,312 m3/年 裸地(はげ山)の場合 1,563 m3/年 2006年 11月 10.2 88.5 0.0 0.0 14.2 46.4 31.9 14.5 27.9

5,465 m3/年 2006年 12月 5.3 165.0 0.0 0.0 26.4 54.2 27.2 27.0 84.3

※ここでの裸地は不毛岩石地(はげ山)と呼ばれる森林土壌が失われた状態を想定しています。 2007年 1月 0.3 17.5 34.9 34.9 8.4 35.7 21.4 14.3 8.3

　皆伐直後の地表に森林土壌や伐根が残っている状態とは異なります。 2007年 2月 2.3 48.4 29.6 29.6 12.5 39.0 21.4 17.6 26.4

※2019年度の一般家庭における1人当たりの生活用水使用量は年間約100m3です。 降水量 直接流出量 蒸発散量 水資源涵養量 2007年 3月 4.7 72.1 2.8 2.8 12.0 39.2 26.5 12.7 23.7

（出典：令和4年版　水資源の利用状況　国土交通省 水管理・国土保全局 水資源部） 1861 298 726 837 1861 67 67 298 726 837 1861

100% 16% 39% 45%

※1 直接流出量は年単位で算出されている。

　   月別の流出量は月降雨量+月融雪水量と年降水量の比を用い、

 　  按分による値で作成している。

1-1. 年降水量

項目

1-2. 地質区分

林地の水資源涵養量計算ツール

項目

蒸発散量の計算

関東甲信(東京、栃木、群馬、埼玉、茨城、千葉、神奈川、長野、山梨)

入力

📝  計算開始年・月

📝  年降水量と地質 📝  気象情報⁴  試算（年単位）

蒸発散量(通常モード・月単位)の計算

1-7. 年間のイベント積算降水量

1-9. 裸地(はげ山)：年間の直接流出量

⁴  通常（月単位）

2-10. 対象林地の標高

直接流出量の計算

▼ 計算結果 ▼ ▼ 計算結果 ▼

林地の場合

1-6. 標高補正後の年降水量

林分情報

標高 2-2. 林地タイプ

2-3. 立木密度

2-6. 対象林地の面積

2-7. 降水量を降雨と降雪に分離しますか？

標高

2-16. 年蒸発散量

2-17. 水資源涵養量

2-18. 水資源涵養量

2-11. 年蒸発散量

2-12. 水資源涵養量

2-13. 水資源涵養量

2-14. 差分：林地－裸地(はげ山)

2-8. 気温の標高補正をしますか？

2-9. 気温観測点の標高

📝  気温補正と雪の処理

2-1. 対象林地がある場所

2-4. 平均胸高直径

2-5. 平均樹高

着葉/落葉判定計算入力

1-10. 差分：裸地(はげ山)－林地

1-8. 林地：年間の直接流出量

年間

1-14. 差分：裸地(はげ山)－林地

1-11. 対象林地の面積 2-15. 対象林地の面積

林地の場合
1-12. 林地：年間の直接流出量

1-13. 裸地(はげ山)：年間の直接流出量

▼ 計算結果まとめ （年単位 mm/年）▼

2-19. 差分：林地－裸地(はげ山)

▼ 計算結果まとめ （月単位）▼

水資源涵養量

(mm/月)

蒸発散量(mm/月)直接流出量※1

(mm/月)

融雪水量

(mm/月)

気象データ

？

？ シームレス地質図
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着葉/落葉のセルは、仕様上入力可能になっていますが、いずれかのユーザー入力

セルの値を変更すると再度自動で着葉/落葉判定を行い、数字が上書きされます。
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（1）各セクションの概要 

 本ツールを構成する各セクションの概要を表 1に示す。 

表 1 計算ツールの各セクションの概要 

No セクション名 出力されるもの 

1 直接流出量の計算 林地の直接流出量、裸地の直接流出量 

2 蒸発散量の計算 
林地の蒸発散量・水資源涵養量、 

裸地の水資源涵養量（年単位） 

3 蒸発散量(通常モード・月単位)の計算 
林地の直接流出量・蒸発散量・ 

水資源涵養量（月単位） 

 

 

（2）入力データの説明 

 

1）「直接流出量の計算」セクション 

 

 

1-1. 年降水量[mm/年] 

1-2. 地質区分（「中古生代」、「第三紀」、「第四紀」、「花崗岩類」から選択） 

1-3. 降水量の標高補正をしますか？（「はい」「いいえ」から選択） 

1-4. 降水量観測点の標高[m]（1-3. が「はい」の場合） 

1-5. 対象林地の標高[m]（1-3. が「はい」の場合） 

（1-6～1-10は計算結果セクションに配置されてます。） 

1-11. 対象林地の面積[ha]（算出結果を水高[mm/年]から水量[m3/年]へ水量換算するために必要） 

  

入力

1814 mm/年

中古生代

1-3. 降水量の標高補正をしますか？ はい

1-4. 降水量観測点の標高 325 m

1-5. 対象林地の標高 380 m

標高

📝  年降水量と地質

1-1. 年降水量

1-2. 地質区分

項目

0.84 ha1-11. 対象林地の面積
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2）「蒸発散量の計算」セクション 

 

 

・計算種別（［通常］［試算］［計算しない］から選択） 

 

・計算種別が［通常］の場合の入力項目 

2-2. 林地タイプ（「常緑針葉樹」「落葉針葉樹」「常緑広葉樹」「落葉広葉樹」から選択） 

2-3. 立木密度[本/ha] 

2-4. 平均胸高直径[cm] 

2-5. 平均樹高[m]（2-2.が「常緑広葉樹」「落葉広葉樹」の場合） 

2-7. 降水量を降雨と降雪に分離しますか？（「はい」「いいえ」から選択） 

2-8. 気温の標高補正をしますか？（「はい」「いいえ」から選択） 

2-9. 気温観測点の標高[m] （2-8. が「はい」の場合） 

2-10. 対象林地の標高[m] （2-8. が「はい」の場合） 

 

・計算種別が［試算］の場合の入力項目 

2-1. 対象林地がある場所（表 2の地方区分から選択） 

常緑広葉樹

783 本/ha

32 cm

18 m

2-4. 平均胸高直径

2-5. 平均樹高

⁴  通常（月単位）

林分情報

2-2. 林地タイプ

2-3. 立木密度

？

？

2-1. 対象林地がある場所

⁴  試算（年単位）

項目

関東甲信(東京、栃木、群馬、埼玉、茨城、千葉、神奈川、長野、山梨)

入力

計算種別を選択 ṕ Ṗṕ Ṗ ？

はい

はい

325 m

380 m

📝  気温補正と雪の処理

標高

2-8. 気温の標高補正をしますか？

2-9. 気温観測点の標高

2-10. 対象林地の標高

2-7. 降水量を降雨と降雪に分離しますか？ ？

？

？
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表 2 地方区分 

 

 

3）「蒸発散量(通常モード・月単位)の計算」セクション 

 

・蒸発散量(通常モード・月単位)の入力項目 

・計算開始年・月 

・月別平均気温[ᴈ] 

・月別降水量[mm/月] 

  

2006 年 4 月

📝  計算開始年・月

？

年 月 平均気温(℃) 降水量(mm/月)

2006年 4月 8.7 91.6

2006年 5月 14.6 194

2006年 6月 18.2 208.2

2006年 7月 21.3 333.1

2006年 8月 23.3 98.8

2006年 9月 19.7 211

2006年 10月 15.5 230.4

2006年 11月 10.6 86.3

2006年 12月 5.7 160.8

2007年 1月 0.7 51.1

2007年 2月 2.7 76

2007年 3月 5.1 73
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（3）計算結果の説明 

 

1）「直接流出量の計算」セクション 

 

 

1-6. 標高補正後の年降水量[mm/年] 

 「1-3. 降水量の標高補正をしますか？」で「はい」を選択した場合、以下の式で「1-1. 年降水

量[mm/年]」に標高補正を行う。「いいえ」の場合は「1-1. 年降水量[mm/年]」の値がそのまま標高

補正後の降水量となる。 

ὖ ‌Ὤ Ὤ ὖ 

ὖ：標高補正後の降水量[mm/年]、‌：増加率[mm/m]（‌ ὅὖ、ὅ τȢχ ρπ）、 

Ὤ：対象林地の標高[m]、Ὤ：降水量観測点の標高[m]、ὖ：降水量観測点の降水量[mm/年] 

1-7. 年間のイベント積算降水量[mm/年] 

図 1の回帰式から、「1-6. 標高補正後の年降水量[mm/年]」を降水～流出イベントに寄与する降

水量のみの年積算降水量(mm)に変換した値。 

ὖ πȢφτχσὖ ρσψȢφχ 

ὖ ：年間のイベント積算降水量[mm/年]、ὖ：標高補正後の降水量[mm/年] 

 

図 1 年降水量をイベント降水の年積算降水量に変換する回帰線 

1861 mm/年

1066 mm/年1-7. 年間のイベント積算降水量

1-6. 標高補正後の年降水量

298 mm/年

931 mm/年

632 mm/年

1-9. 裸地(はげ山)：年間の直接流出量

▼ 計算結果 ▼

1-10. 差分：裸地(はげ山)－林地

1-8. 林地：年間の直接流出量

2,505 m3/年

7,817 m3/年

5,312 m3/年1-14. 差分：裸地(はげ山)－林地

1-12. 林地：年間の直接流出量

1-13. 裸地(はげ山)：年間の直接流出量
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1-8. 林地：年間の直接流出量[mm/年] 

 地質別に用意した図 2の流出量曲線から、「1-7. 年間のイベント積算降水量[mm/年]」を年積算

流出量に変換した値。表 3に示すように、各地質区分におけるὗの算出式は、あるὖ の値を境目

に変化する。地質が分からない場合は「地質なし」を選択しても良いが、最も水資源涵養量が少

なくなる地質が選ばれる。 

表 3 林地における年間直接流出量の算出式 

地質区分 算出式 

第三紀 
ὖ ρσπφ ὗ πȢτσχχὖ ψπȢρχ 
ὖ ρσπφ ὗ πȢφτσσὖ στψȢφυ 

第四紀 
ὖ ρστφ ὗ πȢςφπωὖ υφȢωψ 
ὖ ρστφ ὗ πȢτςτωὖ ςχχȢχς 

花崗岩類 
ὖ ρστσ ὗ πȢσχφψὖ υψȢψσ 
ὖ ρστσ ὗ πȢυττσὖ ςψσȢψπ 

中古生代 
ὖ ρσςσ ὗ πȢσυπρὖ χυȢπρ 
ὖ ρσςσ ὗ πȢυυςτὖ στςȢφυ 

※ὗ：年間の直接流出量[mm/年]、ὖ ：年間のイベント積算降水量[mm/年] 

 

図 2 地質別年単位の流出量曲線 

1-9. 裸地：年間の直接流出量[mm/年] 

 裸地の直接流出率を降水量比 0.50として、「1-7. 年間のイベント積算降水量[mm/年]」に 0.50を

乗じた値。 



8 

 

1-10. 差分：裸地－林地[mm/年] 

 「1-9. 裸地：年間の直接流出量[mm/年]」から「1-8. 林地：年間の直接流出量[mm/年]」を差し

引いた値。林地と裸地を比較することで、林地を森林として維持し続けたときの効果、すなわち

林地による表面流出の抑制量を近似的に評価できる。 

1-12. 林地：年間の直接流出量[m3/年] 

 「1-8. 林地：年間の直接流出量[mm/年]」に「1-11. 対象林地の面積[ha]」を乗じ、水高[mm/年]

から水量[m3/年]に換算した値。 

1-13. 裸地：年間の直接流出量[m3/年] 

 「1-9. 裸地：年間の直接流出量[mm/年]」に「1-11. 対象林地の面積[ha]」を乗じ、水高[mm/年]

から水量[m3/年]に換算した値。 

1-14. 差分：裸地－林地[m3/年] 

「1-10. 差分：裸地－林地[mm/年]」に「1-11. 対象林地の面積[ha]」を乗じ、水高[mm/年]から水量

[m3/年]に換算した値。 

 

2）「蒸発散量の計算」セクション 

 

2-11. 林地：年蒸発散量[mm/年] 

・計算種別が「通常」の場合 

 「蒸発散量(通常モード・月単位)の計算」セクションで算出した月別の蒸発散量を年積算した値。 

・計算種別が「試算」の場合 

 「2-1. 対象林地がある場所」で選択した地方区分であらかじめ準備した気温、降水量データか

ら算出した、その地方区分で最大となるであろう蒸発散量。 

2-12. 林地：水資源涵養量[mm/年] 

 「1-6. 標高補正後の年降水量[mm/年]」から「林地：年間の直接流出量[mm/年]」と「2-11. 林地：

年蒸発散量[mm/年]」を差し引いた値。 

726 mm/年

837 mm/年

裸地(はげ山)の場合 186 mm/年

651 mm/年

▼ 計算結果 ▼

林地の場合
2-11. 年蒸発散量

2-12. 水資源涵養量

2-13. 水資源涵養量

2-14. 差分：林地－裸地(はげ山)

？

？

？

？

6,101 m3/年

7,028 m3/年

裸地(はげ山)の場合 1,563 m3/年

5,465 m3/年

2-16. 年蒸発散量

2-17. 水資源涵養量

2-18. 水資源涵養量

林地の場合

2-19. 差分：林地－裸地(はげ山)

？

？

？

？

0.84 ha2-15. 対象林地の面積 ？
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2-13. 裸地：水資源涵養量[mm/年] 

 「1-9. 裸地：年間の直接流出量[mm/年]」で裸地の直接流出率を降水量比 0.5とし、また、裸地

の蒸発率には降水量比 0.4 を採用したため、裸地の水資源涵養量は「1-6. 標高補正後の年降水量

[mm/年]」に降水量比 0.1を乗じた値となる。 

2-14. 差分：裸地－林地[mm/年] 

「林地：水資源涵養量[mm/年]」から「2-13. 裸地：水資源涵養量[mm/年]」を差し引いた値。林

地と裸地を比較することで、林地を森林として維持し続けたときの水資源涵養量の増分を評価で

きる。 

2-15. 対象林地の面積[ha] 

 「1-11. 対象林地の面積[ha]」の値と同じ。算出結果を水高[mm/年]から水量[m3/年]へ水量換算す

るために必要。 

2-16. 林地：年蒸発散量[m3/年] 

「2-11. 林地：年蒸発散量[mm/年]」に「2-15. 対象林地の面積[ha]」を乗じ、水高[mm/年]から水

量[m3/年]に換算した値。 

2-17. 林地：水資源涵養量[m3/年] 

「2-12. 林地：水資源涵養量[mm/年]」に「2-15. 対象林地の面積[ha]」を乗じ、水高[mm/年]から

水量[m3/年]に換算した値。 

2-18. 裸地：水資源涵養量[m3/年] 

 「2-13. 裸地：水資源涵養量[mm/年]」に「2-15. 対象林地の面積[ha]」を乗じ、水高[mm/年]から

水量[m3/年]に換算した値。 

2-19. 差分：裸地－林地[m3/年] 

 「2-14. 差分：裸地－林地[mm/年]」に「2-15. 対象林地の面積[ha]」を乗じ、水高[mm/年]から水

量[m3/年]に換算した値。 

・計算結果まとめ（年単位）の表 

 「1-6. 標高補正後の年降水量[mm/年]」「1-8. 林地：年間の直接流出量[mm/年]」「2-11. 林地：年

蒸発散量[mm/年]」「2-12. 林地：水資源涵養量[mm/年]」と降水量比率[%]を示している。 

 

 

 

グラフは表の値を棒グラフにしたもの。 

 

 

降水量 直接流出量 蒸発散量 水資源涵養量

1861 298 726 837

100% 16% 39% 45%
年間

▼ 計算結果まとめ （年単位 mm/年）▼ ？
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3）「蒸発散量(通常モード・月単位)の計算」セクション 

 

・着葉 1/落葉 0 

 温度データに基づき着葉および落葉を自動で判定し、0～1の範囲の値を付与する。着葉と落葉

のちょうど境目となる月は月内の着葉/落葉日数に応じて小数点の値となる。この値に応じて按分

し、月内の着葉日数、落葉日数それぞれの遮断量を足しあわせる。 

 着葉/落葉の判定には有効積算温度（ Nagai et al., 2015 1）を用いる。判定は日単位で月平均気温

を各月 15 日に割り当て、月間を内挿補間して日気温を設定する。表 4 に示す有効積算温度によ

り着葉日と落葉日をそれぞれ決め、着葉期間、落葉期間を設定する。月平均気温を 12か月＝1年

分入力すると、エクセル計算シートにより自動で判定される。 

表 4 着葉・落葉日の判定方法 

 積算開始日 積算する温度 判定基準 

着葉の判定 9月 1日 日平均気温－18ᴈ 積算値が－200ᴈに達する日 

落葉の判定 1月 1日 日平均気温－2ᴈ 積算値が＋200ᴈに達する日 

・計算結果まとめ（月単位）の表 

① 平均気温[ᴈ] 

 「2-8. 気温の標高補正をしますか？」で「はい」を選択した場合、以下の式で月平均気温に標

高補正を行う。 

 
1 Nagai S, Saitoh TM, Nasahara KN Suzuki R. (2015) Spatio-temporal distribution of the timing of start and end of growing 

season along vertical and horizontal gradients in Japan. International Journal of Biometeorology 59; 47–54. 

着葉1/落葉0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

年 月 平均気温(℃) 降雨量(mm/月) 降雪量(mm/月) 蒸散＋遮断 蒸散量 遮断量

2006年 4月 8.3 94.0 0.0 0.0 15.1 45.1 29.8 15.4 33.8

2006年 5月 14.2 199.0 0.0 0.0 31.9 70.2 37.7 32.5 96.9

2006年 6月 17.8 213.6 0.0 0.0 34.2 75.5 40.6 34.9 103.9

2006年 7月 20.9 341.7 0.0 0.0 54.8 101.4 45.6 55.8 185.6

2006年 8月 22.9 101.4 0.0 0.0 16.2 64.5 47.9 16.6 20.6

2006年 9月 19.3 216.5 0.0 0.0 34.7 77.6 42.3 35.4 104.1

2006年 10月 15.1 236.4 0.0 0.0 37.9 77.4 38.8 38.6 121.1

2006年 11月 10.2 88.5 0.0 0.0 14.2 46.4 31.9 14.5 27.9

2006年 12月 5.3 165.0 0.0 0.0 26.4 54.2 27.2 27.0 84.3

2007年 1月 0.3 17.5 34.9 34.9 8.4 35.7 21.4 14.3 8.3

2007年 2月 2.3 48.4 29.6 29.6 12.5 39.0 21.4 17.6 26.4

2007年 3月 4.7 72.1 2.8 2.8 12.0 39.2 26.5 12.7 23.7

▼ 計算結果まとめ （月単位）▼

水資源涵養量

(mm/月)

蒸発散量(mm/月)直接流出量※1

(mm/月)

融雪水量

(mm/月)

気象データ

グラフは上表の値を折れ線

＋棒グラフにしたもの。 
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Ὕ Ὕ πȢππφυὬ Ὤ  

Ὕ：標高補正後の月平均気温[ᴈ] 、Ὕ：気温観測点の月平均気温[ᴈ]、 

Ὤ：対象林地の標高[m]、Ὤ：気温観測点の標高[m] 

② 降雨量[mm/月]、降雪量[mm/月] 

 「1-3. 降水量の標高補正をしますか？」で「はい」を選択した場合、以下の式で月降水量に標

高補正を行う。「いいえ」の場合は「1-1. 年降水量[mm/年]」の値がそのまま標高補正後の月降水

量となる。 

ὖ ‌Ὤ Ὤ ὖ 

ὖ：標高補正後の降水量[mm/年]、‌：増加率[mm/m]（‌ ὅὖ、ὅ τȢχ ρπ）、 

Ὤ：対象林地の標高[m]、Ὤ：降水量観測点の標高[m]、ὖ：降水量観測点の降水量[mm/年] 

・「2-7. 降水量を降雨と降雪に分離しますか？」で「はい」を選択した場合 

 標高補正後の月降水量ὖを、標高補正後の月平均気温Ὕに基づき月降雨量と月降雪量に按分する。

太田（1989）2の図（図 3）から回帰線を定め、降雨/降雪割合を採用する。 

 

図 3 日平均気温に応じた降雪割合[%] 

・「2-7. 降水量を降雨と降雪に分離しますか？」で「いいえ」を選択した場合 

 標高補正後の月降水量ὖがそのまま月降雨量となり、月降雪量はすべての月で 0[mm/月]。 

③ 融雪水量[mm/月] 

泉ら（2005）3の融雪モデル Degree-day法により、日最大融雪量Ὓὓを算出した。 

Ὓὓ ὑ Ὕ 

ὑ: 融雪係数[ÍÍ日ϳ ᴈϳ ]、Ὕ: 0ᴈ以上の日平均気温[ᴈ] 

泉らによると、図 4 より融雪係数ὑは 1998～1999 年において西日本が 4～6[ÍÍ日ϳ ᴈϳ ]、東日

本が 3～5[ÍÍ日ϳ ᴈϳ の範囲であった。ここでは一律 4[ÍÍ日ϳ ᴈϳ ]としてὛὓを算出する。 

 
2 太田岳史(1989)：気温および降水量による山地積雪水量の経時変化の推定，雪氷, 51(1), 37-48. 
3 泉宏和・風間聡・戸塚岳大・沢本正樹(2005)：全日本の積雪水量，積雪深，全層積雪密度分布推定，水工学論

文集, 49, p.301-306. 
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＜日融雪量[mm/日]算出の手順＞ 

手順 1） 

月平均気温を各月 15日に割り当て、月間を内挿補間して日気温[ᴈ]を設定する。 

手順 2） 

月降雪量[mm/月]をその月の日数で割り、日降雪量[mm/日]とする。 

手順 3） 

落葉判定の計算開始と同じく、9 月から融雪モデル Degree-day 法により日単位の日最大融雪量

Ὓὓ[mm/日]を算出する。 

日降雪量＜日最大融雪量Ὓὓのとき 

→日融雪量=日単位の降雪量 

日降雪量＞日最大融雪量Ὓὓのとき 

→日融雪量=Ὓὓ、降雪量のうち融雪しなかった分（日降雪量-Ὓὓ）は、次の日の降雪量に加算 

 

手順 3を繰り返し、月単位に積算したものを融雪水量[mm/月]とする。 

 

図 4 東日本と西日本の融雪係数 

④ 直接流出量[mm/月] 

 直接流出量は年単位で算出されているため、月降雨量＋月融雪水量[mm/月]と年降水量[mm/年]

の比を用い、按分により月単位の直接流出量[mm/月]を算出する。 

⑤ 蒸発散量[mm/月] 

 計算された月単位の蒸散量と遮断蒸発量の合計。上層木の蒸散と遮断蒸発を対象とし、下層木

の蒸散および林床面蒸発は評価に含めない。 

⑥ 蒸散量[mm/月] 

 Tsuruta et al., 20194が提案する式を簡易化したものを用い、蒸散量[mm/月]を算定する。ὗは単木

蒸散量であるため、立木密度[本/ha]に対象林地の面積[ha]を乗じて算出した対象林地内の木の本数

をὗに乗じることで林地全体の蒸散量に換算できる。 

 
4 Tsuruta, K., Komatsu, H., Kume, T., Otsuki, K., Kosugi, Y., & Kosugi, K. I. (2019) Relationship between stem diameter 

and transpiration for Japanese cypress trees: Implications for estimating canopy transpiration. Ecohydrology, 12(5), e2097. 
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ὗ ὗ ϽὪὝ  

ὗ：単木蒸散量[ÃÍÄÁÙϳ ]、 

ὗ ：単木蒸散量の参照値[ÃÍÄÁÙϳ ]（ὗ ψτωὈὄὌχσυπ）、 

ὪὝ ：気象項（ὪὝ πȢπςττὝ πȢτσφρ）、 

ὈὄὌ：平均胸高直径[cm]、Ὕ：標高補正後の月平均気温[ᴈ] 

⑦ 遮断量[mm/月] 

 標高補正後の月降水量ὖに遮断率ὶを乗じて遮断量[mm/月]を得る。遮断率ὶの算定は、Komatsu 

et al., 20155（針葉樹）と Inokoshi et al., 20236（広葉樹）の方法による。 

Ὅ ὶϽὖ 

Ὅ：遮断量[ÍÍ月ϳ ]、ὶ：遮断率、ὖ：標高補正後の降水量[mm/月] 

＜針葉樹林の遮断率＞ 

ὶ Ὧ ρ ὩὼὴὯὔ  

ὶ：遮断率、ὯおよびὯ[ha]：表 5から決定、ὔ：立木密度[本/ha] 

表 5 ὯおよびὯ 

  Ὧ Ὧ[ha] 

着葉期 
降雨 0.263 ρȢςτρπ 

降雪 0.406 ςȢρρρπ 

落葉期 降雨※/降雪 0.346 ρȢτφρπ 

       ※原著論文にはない項目で本資料独自に追加 

＜広葉樹林の遮断率＞ 

ὶ
Ὄ

Ὦ
 

ὶ：遮断率、Ὦ[m]およびὮ：表 6から決定、Ὄ：樹高[m] 

表 6 ὮおよびὮ 

  Ὦ[m] Ὦ 

着葉期 降雨/降雪※ 743 0.401 

落葉期 
降雨 380 0.539 

降雪 293 0.941 

       ※原著論文にはない項目で本資料独自に追加 

⑧ 水資源涵養量[mm/月] 

 降雨量[mm/月]と融雪水量[mm/月]の合計から直接流出量[mm/月]と蒸発散量[mm/月]を差し引い

た値。 

 

 
5 Komatsu, H., Shinohara, Y., & Otsuki, K. (2015). Models to predict changes in annual runoff with thinning and clearcutting 

of Japanese cedar and cypress plantations in Japan. Hydrological Processes, 29(24), 5120-5134. 
6 Inokoshi, S., Gomi, T., Chiu, C. W., Onda, Y., Hashimoto, A., Zhang, Y., & Saitoh, T. M. (2023). A watershed-scale 

evapotranspiration model considering forest type, stand parameters, and climate factors. Forest Ecology and Management, 

547, 121387. 
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